
[創造] [充実] [発展] 高い志と思いやりの心をもち、自ら学びたくましく生き抜く生徒の育成
～ 笑顔と感動のあふれる大潟中 ～

大中としての誇りを胸に！更なる飛躍を！
～１年間のご支援、ご協力ありがとうございました～

暖かな日差しを浴びて草木が芽を出し、日ごとに春の息吹が感じられる今日この頃、令和４年度

も終わりを迎えようとしています。保護者の皆様には、新型コロナウイルス感染拡大防止への対応

を継続しながら、本校の教育活動にご理解、ご協力をくださり、心より感謝申し上げます。おかげ

、 、 、 、 、さまで 生徒たちは日々 学習や体育的活動 文化的活動に対してひたむきに取り組み 健やかに

そしてたくましく成長することができました。

３月９日に令和４年度大潟中学校卒業証書授与式が行われ、３年生３３名が大潟中学校の学び舎

を巣立っていきました。村の関係者の皆様と３年生の保護者の皆様、在校生が見守る中、整然とし

た立派な姿で卒業生一人一人は校長先生から卒業証書を受け取りました。どの生徒の表情からもこ

れまで大中生として頑張ってきた自信とこれから踏み入れる新しい世界への期待が感じられ、頼も

。 、 、 。しく思えました そして ３月２０日には１ ２年生が成長した凜々しい姿で修了式を行いました

令和５年度も大中生一人一人、それぞれ新しいステージで自分のよさを十分に発揮し、大きく飛

躍することを期待しています。
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寒さの続く冬もようやく過ぎ去り、暖かい春の日差しが感じられる今日、私たちは旅立ちのときを迎えました。中学校生活はあ
っという間の三年間で、とても充実していました。 三年前の春、真新しい制服に身を包み、大潟中学校の一年生になりました。
中学校では教科ごとに先生が違ったり、定期テスト・体育祭・大中祭などがあったりと、全てが初めてだったので、なかなか環境
に慣れず、不安で一杯でした。そんなとき、いつも優しく接してくださったのが、先生方や先輩たちでした。一年生の私にはとて
も心強い存在だったことを今でも鮮明に覚えています。
二年生になり、新一年生が入学してきて先輩と呼ばれる立場になりました。最初はどう接すればよいか戸惑いましたが、少しず

つ後輩の面倒を見ることができるようになっていきました。後期になると、委員会や部活動などで責任のある立場となり、大中生
としての自覚をしっかりもって行動することが求められるようになりました。
そして迎えた三年生。今まで頼りにしていた先輩たちは卒業し、最高学年として、学校を引っ張っていくことになりました。す

べての行事が中学校最後になるので、一つ一つの行事を成功させるために、みんなで頑張りました。
五月に行われた体育祭では、応援歌を作ったり後輩に「よっちょれ」を教えたり、慌ただしい毎日でしたが、時間を有効に使っ

て活動することができました。体育祭当日は猛暑日でしたが、暑さを吹き飛ばす盛り上がりを見せました。九月に行われた大中祭
では、学年に関わらず全校で協力して成功に向けて準備をしました。当日は、大中生の個性あふれる出し物と一体感のある合唱を
披露しました。十月の修学旅行では、みんなでルールを守り、楽しく三日間を過ごすことができました。友だちの意外な一面も知
ることができ、思い出に残る旅行になりました。
行事以外では、毎日努力してきた部活動を忘れることができません。練習が厳しかったり、試合で失敗したりしたときなどは、

仲間が支え、助けてくれました。どの部も目標に向かって努力し、それをみんなで認め合っていました。全校の激励会やクラスで
の応援はとても一体感があり 「もう一丁」の声が何度も続きました。そして、迎えた夏季総体。どの部も三年間の練習の成果をす、
べて出し切りました。部活動を通して私たちは多くのことを学びました。目標に向かって努力すること、仲間との協力、支えてく

。 、 。 、れる人への感謝の気持ち これらは勝敗以上に大切なものであり 大人になってもずっと私たちの心に残り続けるでしょう 一
二年生のみなさん、委員会活動や学校行事、部活動で、私たち三年生を支えてくれてありがとうございました。私たちが卒業した
後は、みなさんが大潟中学校を今まで以上に発展させてくれると信じています。
今まで私たちに多くのことを教え、指導してくださった先生方、ありがとうございました。常に私たちのことを考え、優しく話

を聞いたり励ましたり、時には厳しく叱ってくださったことを感謝しています。先生方から学んだことをこれからの人生に生かし
ていきます。
そして、どんなときも私たちを温かく見守り、応援してくれた保護者の皆様、ありがとうございました。いつもわがままばかり

言っていた私たちですが、お父さん、お母さんが私たちのことを心配している気持ちは十分分かっていました。これからは周りの
人へ感謝の気持ちを素直に出せるように成長していきます。もう少しお世話になりますが、よろしくお願いします。
最後に、三年生のみんな。みんなとは幼いときから一緒にいて、数え切れないほどの思い出があります。楽しかったこと、悲し

かったこと、喧嘩したことなど、いろいろなことがありました。皆で支え合って今があります。これからはみんなそれぞれの道を
進むことになりますが、私たち三十三名はこれからも大切な仲間です。変わらぬ友情をもち続けていきたいと思います。
最後となりましたが、私たちは地域の方たちを初め、たくさんの人たちに支えられ、応援されてきました。その人たちとの出会

いが私たちをここまで育ててきました。これまでお世話になった全ての方たちに、心から感謝し、旅立ちのことばといたします。

令和五年三月九日 卒業生代表 川○ ○真

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

卒
業
式
後
の
記
念
写
真
撮
影

卒業証書授与 堂々とした立派な態度でした 感動的な○真さんの答辞
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆同窓会入会式を行いました
３月８日(水)に佐○○浩会長をはじめ４名の役員の方々をお迎えし、大潟中学校同窓会入会式を

。 、 。 、行いました 同窓会では 佐○会長から卒業生に向けてはなむけの言葉をいただきました その後

卒業生を代表として米○○子さんが「誓いのことば」を述べ、３年生全員で合唱を披露しました。

◆◆◆ ◆◆◆修了式で代表生徒が堂々とした姿で発表しました。次年度の更なる飛躍を期待します。

誓いのことば

本日は、お忙しい中、私たち卒業生のために同窓会入会式を開催してくだいまして、ありがとうございます。

昨年十二月には、同窓会が講演会を開催してくださいました。第四十三期生の伊○○真さんを講師に迎え「スポーツから

学んだこと という演題で講演が行われました いつも結果が出るわけではないが あきらめずにやることが大切 や 自」 。「 、 」 「

分のやりたいことを言うだけでなく、やりたいことができる環境を自分でつくる本気さが必要」など、スキー競技の第一線

を経験してきた方ならではのお言葉がとても印象に残りました。私たちもこれから多くの困難に出会うことと思いますが、

周りの人との関わりを大切にしながらたくましく生きていきたいと思います。

私たちは、大潟中学校同窓生として、この大潟村で

生まれ育ったことを誇りとし、多方面で活躍されてい

る先輩たちの思いを受け継ぎ、自らの目標に向かって

邁進することをお約束し、誓いのことばといたします。

令和五年三月八日 卒業生代表 米○ ○子

さんこれまでの反省と最後の一年への抱負 二年 門○ ○実

僕が二年生で頑張ったことは、家庭学習です。一年生の頃から、毎日二ページ以上勉強するように心がけてきました。し

かし、一年生のときと同じような勉強の仕方では、テストで思うような点数が取れなくなってきました。そこで、塾の模試

で間違えた所は家庭学習で分かるまで解き直し、なぜ間違えたのか理由を書くようにしました。そうすることで、同じよう

な問題が出ても、間違えずに解けるようになりました。三年生では月に一回の頻度で実力テストがあるので、これを続けて

いき、自分の志望校に合格できるように頑張りたいです。

三年生になって頑張りたいことは、学校行事と部活です。三年生になるとすべての行事に「最後」が付くので 「笑顔と、

全力」を大切にして楽しみたいと思います。

部活では、地区大会連覇を目標として、これまで頑張ってきました。京○先生の地獄の冬の練習メニューを味わいました

が、プレーで足を使えるようになり、チームの守備力や走塁の技術が格段にアップしたように感じています。今後のチーム

の課題は、次の打者へつなぐバッティングをすることです。秋の新人戦では淡泊な攻撃が続いてしまい、得点に結びつかな

いことが何度もあり悔しい思いをしました。投手の球に食らい付き、粘り強いバッティングができるように、これからも練

習していきたいです。

そして今夜、選抜野球の全国大会のために僕と○月さんと○太さんが県代表の男鹿潟上南秋選抜の一員として静岡県へ出

発します。自分が出る、出ないに関わらず、キャプテンとしてチームを盛り上げて、どこのポジションでも全力プレーで頑

張りたいです。

最後に、この作文のほとんどが野球の話でしたが、受験生だという自覚を忘れた訳ではありません。勉強も部活も両立で

きるように、これからも過ごしていきたいです。

この度の秋田県及び大潟村の定期人事異動により、本校の転出入については次のとおりとなりました。

在職中のご支援、ご協力に心より感謝申し上げます ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。

《 退職 及び 転出 》 《 転入 》

秋田県総合教育センターより校 長 安○ ○人 八郎潟小学校へ 校 長 小○ ○男

教 諭 小○ ○子 八郎潟中学校より※八郎潟中学校と兼務

三○ ○正 男鹿南中学校へ 教 諭 黒○ ○子 羽城中学校より２年主任

校務員 石○ ○幸 退職 校務員 佐○ ○義

児○ ○子メディア支援員

4月 6日(木) 新任式・始業式 21日(金) 交通安全教室

全国学テ英語スピーキングテスト7日(金) 入学式 24日(月)

10日(月) 新入生歓迎会、学級組織決め 25日(火) 尿検査、生徒総会

11日(火) 身体測定、個人写真撮影 26日(水) 職員会議

12日(水) 知能検査(1年) 27日(木) 体育祭学級討議

13日(木) 集会指導、生徒会委員会 28日(金) 歯科検診

17日(月) 全校集会、内科検診 29日(土) 男鹿潟上南秋中学校

18日(火) ～30日(日) 春季体育大会全国学力・学習状況調査(国・数・英)

19日(水) ＰＴＡ・部活動後援会総会 5月 1日(月) 振替休業日

さん新芽の一年 一年 千○ ○菜

私はこの一年を振り返って「一年後の姿なんて誰も想像できない 「一年という期間は成長するには十分な期間だ」と感」

じました。

私には今年今までにないくらい苦戦したことがあります。できるようになるまで、部活で新体制になって、その練習を始

めてから半年かかりました。全く進歩が感じられず、恥ずかしく思うこともありました。同学年の人達ができるようになっ

ていく中、私が全然できなかったのは、サーブです。

初めはコートの半分にも届きませんでした。先輩やコーチ、たくさんの人にアドバイスをもらってもできませんでした。

秋、やっとネットにあたりました 「もうちょっとだ 」と思ったものの、できそうでできない。それが本当に苦しかったで。 。

す。そう苦しみながら二ヶ月、やっと入った時、思わずジャンプしていたし、家でも初めてうれし泣きをしました。すごく

長い時間がかかりましたが、その分、できたときの嬉しさは他と比べものになりませんでした。諦めないことの大切さを知

るってこういうことか、と実感することができました。

クラスでもこの一年、学年委員として過ごしながらいろいろなことが見えました。そして、たくさんの成長を実感しまし

た。例えば、係や委員会の人が足りなくて大変な時は、必ず気付いてすぐに助けてくれる人がいるということ。一Ａにはそ

んな、困っている人のところに駆けつけてくれるヒーローや、何かを一生懸命頑張っているヒーローがたくさんいます。更

に、それを見た人や助けてもらった人が、帰りの会にそのヒーローをＭＶＰとして発表します。部活で私のサーブが入った

時も、部活の人達も嬉しい言葉をかけてくれましたが、その他に、何日かしてからでしたが、隣で野球を練習していたクラ

スメートからも「サーブ入ってたじゃん」と、言われました。たった一言だけど、頑張りを見ていてくれた人がいたこと、

それを伝えてくれたその言葉がとても嬉しかったです。

当たり前のように駆けつけてくれる人がいて、それに気づける人がいて、感謝できる人がいます。そんな人たちで一Ａは

いっぱいです。

何かを頼まれたとき、何かを頑張ってみようと言われたとき、一Ａのみんなはすぐにそれを実践します。挨拶や語先後礼

の意識、普段からしてもらっていることへの感謝など 「言われる」→「やってみる」→「習慣になる」そうやってクラス、

によい習慣が作られてきたように思います。

テストでは、クラス全員が一体となってテストに向かうことができています。先生に積極的に質問をする人、休み時間も

タブレット等を使って勉強する人、分からない所を友達に聞く人、教えてあげる人、勉強方法をみんなに聞いて回る人、全

員が積極的に取り組み、お互いに協力していかないと高め合えないことだと思います。

部活に行く前 「部活頑張ってね」と声を掛けてくれる友達がいます。テスト期間には「勉強頑張ろうね」など、挨拶に、

いつも一言付けてくれる人がいます。小さいことだけど、とても嬉しいし、頑張ろうと思えます。そんな言葉をかけられる

人たちは、当たり前にやるけれど、すごいことだし、できる人はとてもカッコイイです。

ここでは伝え切れないくらい、一Ａにはもっともっとよいところがあります。ですが、それは入学したときから全てでき

ていたわけではありません。皆でクラスのことを見つめ直したり、先生達に毎日アドバイスをもらったりして、一年かけて

やっと獲得したものです。

この作文を書くことになり、一年を振り返って、改めてクラスのよいところと変化を感じ「やってみることの大切さ」を

知りました 「役に立つか分からないけど手伝ってみる 「上手くいくか分からないけどやってみる 「伝わらないかもしれ。 」 」

ないけど言ってみる 「結果はよくても悪くてもこれからに生かすことができる」ということが学べた一年でした。」

二年生になったら、私も皆のためにできることをもっとたくさんしていきたいです。もっと皆のいいところを見付けてい

きたいです。 一年Ａ組の学級目標「新芽」がどんどん成長し、ぐんぐん空に向かって伸びていくように、私達も高いとこ

ろを目指して成長していきます。


